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「
ア
ジ
ア
漫
画
展
」の
作
品
を

用
い
て
授
業
を
つ
く
る

２
０
０
８
年
３
月
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
と
財
団
法
人
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー

に
よ
り
、
国
際
理
解
教
育
教
材
『
マ
ン
ガ
ジ
ア

（
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
＋
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
）』が
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
教
材
は
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
の
05
〜
06
年
度
社
内
事
業
公
募
制

度
、
先
駆
的
・
創
造
的
事
業
「
基
金
を
開
け

よ
う
―
―
Ｊ
Ｆ
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
た
国
際

理
解
教
材
の
開
発
」の
一
環
と
し
て
、
国
際
文

化
交
流
事
業
を
通
じ
て
蓄
積
し
た
素
材
や
ノ

ウ
ハ
ウ
等
を
生
か
し
て
国
際
理
解
教
材
を
開

発
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
に
、
名
古
屋
国

際
セ
ン
タ
ー
が
共
鳴
す
る
形
で
制
作
が
行
な

わ
れ
た
も
の
だ
。
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国際理解教育教材『マンガジ
ア』の表紙（左）とモデルプログ
ラムを紹介したページ（下）。使
用する漫画と学習のねらい、プ
ログラムの進め方などがまと
められている。絵は「時として協
調を欠く」（中国）徐鵬飛

ア
ジ
ア
の
漫
画
１
０
０
点
が

国
際
理
解
教
育
の
教
材
に
な
っ
た

『
マ
ン
ガ
ジ
ア
』

（M
A
N
G
A

＋A
S
IA

）
大
島

お

お

し

ま

幸さ

ち

ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

芸
術
交
流
部
舞
台
芸
術
課
主
任



『
マ
ン
ガ
ジ
ア
』
開
発
の
始
ま
り
は
、
06
年

７
月
に
東
京
都
武
蔵
野
市
で
開
催
さ
れ
た

「
夏
期
教
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
０
０
６
」（
注
）

で
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
が
分
科

会
の
一
つ
を
担
当
し
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。

分
科
会
実
施
の
た
め
に
、
同
年
６
月
か
ら
、

武
蔵
野
市
国
際
交
流
協
会
、教
職
員
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ス
タ
ッ
フ
ら
か
ら
な
る
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実

行
委
員
会
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
、
私
も
数
回

参
加
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
が
１
９
９
５
年
か
ら
11
回
に
わ
た
り
開
催

し
た
「
ア
ジ
ア
漫
画
展
」
作
品
の
教
材
と
し
て

の
可
能
性
が
話
し
合
わ
れ
、
写
真
を
使
用
し

た
参
加
型
学
習
で
あ
る“photo

language ”

を
発
展
さ
せ
、“cartoon

lan
g
u
ag

e ”

と
し

て
の
授
業
づ
く
り
に
着
手
し
た
の
が
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

武
蔵
野
市
の
教
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

ま
ず
「
漫
画
作
品
を
授
業
で
提
示
す
る
一
例

（
手
法
）」
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
の

後
、
漫
画
作
品
を
用
い
て
「
学
習
指
導
案
を

作
成
す
る
」
活
動
を
設
定
し
た
。
参
加
し
た

教
職
員
の
方
々
の
積
極
的
な
関
与
に
よ
り
、

ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ソ
ー
ス

に
対
す
る
多
種
多
様
な
観
点
を
再
確
認
し
、

ま
た
学
校
現
場
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
導
入
方
法

を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
小
学

校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
学
習
指
導
案

を
作
成
す
る
に
至
り
、
そ
の
リ
ソ
ー
ス
を
学

校
現
場
で
活
用
す
る
ま
で
に
具
現
化
で
き
た

初
の
例
と
な
っ
た
。

漫
画
の
教
材
と
し
て
の
可
能
性
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
考
え
る

こ
の
教
員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
ジ
ャ
パ

ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
が
国
内
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
の
一
環
と
し
て
連
携
し
て
い
る
愛

知
県
名
古
屋
市
か
ら
、
大
き
な
関
心
を
寄
せ

て
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
、
06
年
10
月
に
各
国

際
交
流
団
体
が
参
加
す
る
「
ワ
ー
ル
ド
・
コ
ラ

ボ
・
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６（
愛
知
県
名
古
屋
市
に

て
開
催
）」
で
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
「
国
際
理
解
の
授
業
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
が
１
時
間
行
な
わ
れ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
場
は
フ
ェ
ス
タ
会
場

の
一
角
に
作
ら
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス
。

こ
れ
ま
で
に
作
成
し
た
教
材
を
も
と
に
、
さ

ら
に
当
日
の
環
境
を
考
慮
し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
）を
使

っ
た
Ｉ
Ｔ
教
材
と
し
て
、
参
加
者
の
視
覚
に

訴
え
る
新
た
な
教
材
を
作
る
こ
と
に
し
た
。

そ
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
集
ま
っ
た

参
加
者
が
「
①
漫
画
作
品
を
教
材
と
し
て
使

用
す
る
手
法
」
を
体
験
し
、
「
②
漫
画
作
品

を
使
う
メ
リ
ッ
ト
」
や
「
③
実
際
の
授
業
で
ど

う
使
え
る
か
」
を
考
え
る
構
成
と
し
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
一
般
の
参
加
者
に
加
え
、

地
元
愛
知
県
や
名
古
屋
市
で
国
際
交
流
活

動
を
担
う
人
が
集
ま
り
、
こ
の
分
野
へ
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

そ
の
後
も
、
07
年
２
月
に
は
「
国
際
理
解

教
育
セ
ミ
ナ
ー

in

な
ご
や
」
で
の
分
科
会

を
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
が
担
当
し

た
。
午
前
中
の
分
科
会
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
な
い
、
午
後
の
全
体
会
で
は
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
自
身
に
教
材
の
使
い

方
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
も

ら
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
漫
画
を
使
っ
た

教
材
が
、
教
員
だ
け
で
な
く
授
業
経
験
の
な

い
人
で
も
扱
う
こ
と
の
で
き
る
教
材
で
あ
る

こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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注
●

武
蔵
野
市
国
際
交
流
協
会
主
催
に
よ
る
国

際
理
解
教
育
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

２
０
０
６
年
度
は
「
地
域
に
暮
ら
す
外
国

人
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
働
を
め
ざ
し
て
〜
学

校
と
地
域
が
つ
く
る
国
際
理
解
教
育
」
を

テ
ー
マ
に
行
な
わ
れ
た

「第11回アジア漫画展」は海外を巡回中。アジア各国
の漫画家10名が「アジアの若者文化」をテーマに制作
した計77点を紹介。写真はスラバヤ（インドネシア）の会
場にて。2008年6月



そ
し
て
、
07
年
４
月
よ
り
、
名
古
屋
国
際

セ
ン
タ
ー
、
愛
知
県
国
際
交
流
協
会
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
中
部
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｄ
・
国
際
理
解
教
育
セ
ン

タ
ー
と
関
係
団
体
連
絡
会
を
構
成
し
、
１
年

を
か
け
た
『
マ
ン
ガ
ジ
ア
』
教
材
開
発
が
本
格

的
に
始
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

約
７
０
０
点
の
作
品
を
精
査
し
て

14
の
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
生
ま
れ
た

『
マ
ン
ガ
ジ
ア
』
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
ア
ジ
ア

漫
画
展
」
に
出
展
さ
れ
た
作
品
か
ら
、
ジ
ャ

パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
事
務
所
が
置
か

れ
た
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
韓
国
、

中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
日
本
の

計
８
カ
国
の
厳
選
さ
れ
た
１
０
０
点
の
漫
画

作
品
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
マ
ン
ガ

ジ
ア
』
を
使
用
す
る
こ
と
で
達
成
さ
れ
る
「
５

つ
の
学
習
の
ね
ら
い
」、「
６
つ
の
学
習
テ
ー
マ
」、

お
よ
び
マ
ン
ガ
を
使
っ
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

（
学
習
活
動
）
を
作
る
た
め
の
「
７
つ
の
手
法
」

を
設
け
て
い
る（
図
参
照
）。

こ
れ
ら
の
漫
画
作
品
の
選
定
、
学
習
の
ね

ら
い
・
テ
ー
マ
の
設
定
、
手
法
の
開
発
は
、
決

し
て
恣
意
的
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

関
係
団
体
連
絡
会
メ
ン
バ
ー
が
「
ア
ジ
ア
漫
画

展
」11
回
分
の
全
作
品
（
約
７
０
０
点
）の
一
点

一
点
を
何
度
も
精
査
し
、
「
ど
の
切
り
口
で

扱
え
る
作
品
か
」「
ど
の
手
法
が
取
り
入
れ
ら

れ
る
作
品
か
」な
ど
の
数
々
の
デ
ー
タ
集
計
を

重
ね
た
結
果
、
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
作
ら
れ
た
、
漫
画
作
品
、
学
習

テ
ー
マ
、
手
法
を
組
み
合
わ
せ
た
14
の
「
モ
デ

ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
１
つ
の
モ
デ
ル
の
な
か

に
、
さ
ら
に
、「
基
本
編
」「
発
展
編
」「
時
短

編
」
の
３
つ
を
表
示
す
る
こ
と
で
、
学
習
テ

ー
マ
や
切
り
口
、
参
加
者
の
レ
ベ
ル
や
関
心
、

授
業
の
位
置
づ
け
や
学
習
機
会
に
合
わ
せ
て

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い

る（
囲
み
参
照
）。

ま
た
、
教
材
の
使
用
者
（
教
員
に
か
か
わ
ら

ず
授
業
経
験
の
な
い
人
も
）
が
授
業
を
し
や
す

い
よ
う
に
、
国
際
理
解
教
育
の
具
体
例
や
用

語
集
な
ど
も
巻
末
に
掲
載
し
、
使
い
や
す
く

す
る
た
め
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、『
マ
ン
ガ
ジ
ア
』
開
発
の
発
端
が
、

武
蔵
野
市
や
名
古
屋
市
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
参
加
者
の
声
か
ら
醸
成
さ
れ
た
教
材
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
制
作
過
程
で
も
、
機
会
を

と
ら
え
て
は
ト
ラ
イ
ア
ル（
試
行
）を
実
施
し
、

実
際
の
教
材
使
用
者
の
感
覚
を
常
に
意
識

し
、
教
材
中
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と

も
申
し
添
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
07
年

６
月
に
は
「
ア
ジ
ア
漫
画
展
」
愛
知
県
巡
回

に
合
わ
せ
た
教
材
Ｐ
Ｒ
セ
ミ
ナ
ー
、
同
年
８

月
に
は
愛
知
県
内
教
員
研
修
で
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
得
た
参
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モデルプログラム「なんかヘンだぞ？
（その2）」で使われている漫画
〈上〉「輸入量と同じ量を捨てている国
民です！」（日本）クミタ・リュウ
〈下〉「やせる矛盾」（インド）Shekhar
Gurera

モデルプログラムでは次のような「基本編」「発展
編」「時短編」が例示されている。
「基本編」はテーマ理解及び問題への気づきを促す
プログラム。所要時間は30分～1時間程度。「発展
編」は基本編とのセットで使うことで、さらにテー
マ理解を深めるプログラム。所要時間は1時間半～
2時間程度。「時短編」は授業の導入、協力作業の練
習、話し合いの活性化（ブレインストーミング）など
で、手軽に使えるプログラム。所要時間は15分程度。
例えば、モデルプログラム「なんかヘンだぞ？（そ

の2）」のテーマは格差。「時短編」は右の2点の漫画
を順に見せ、何がヘンかを考え、共有する。「基本編」
では、漫画を見せる前に、人間が生きていく上で共
通に必要なものを考えてグループで共有する時間を
とる。「発展編」では、さらに参考資料を使い、自分に
何ができるかを各自が考え、グループ、次に全体で
共有する。

モデルプログラムの一例



加
者
か
ら
の
積
極
的
な

反
応
に
、
関
係
団
体
連

絡
会
と
し
て
も『
マ
ン

ガ
ジ
ア
』の〝
力
〞
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

以
上
、『
マ
ン
ガ
ジ
ア
』
完
成
に
至
っ
た
過

程
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。「
ア
ジ
ア
漫
画
展
」

と
い
う
既
存
の
主
催
事
業
が
、〝
ジ
ャ
パ
ン
フ

ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ソ
ー
ス
を
再
活
用
す

る
〞
と
い
う
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン（
先
駆
的
事
業
）

に
よ
り
新
た
な
視
点
・
可
能
性
を
持
ち
、
さ
ら

に
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
が
日
ご
ろ

よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
国
内
連
携
促
進
事
業

と
連
動
し
て
成
長
し
た
事
業
例
と
し
て
、多
く

の
発
見
・
示
唆
が
あ
っ
た
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

『
マ
ン
ガ
ジ
ア
』
は
現
在
、
市
販
と
い
う
形

を
取
っ
て
お
ら
ず
、
名
古
屋
市
立
の
全
中
学

校
・
高
校
、
お
よ
び
全
国
地
域
国
際
化
協
会

加
盟
団
体
な
ど
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
08
年
度
、
同
教

材
を
使
用
し
た
事
業
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
こ
の『
マ
ン
ガ
ジ
ア
』
が
国
際
理
解
・

異
文
化
理
解
に
関
心
を
お
持
ち
の
多
く
の
方

に
、
国
際
理
解
へ
の
入
口
の
一
つ
と
し
て
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

国
際
理
解
教
育
教
材
『
マ
ン
ガ
ジ
ア
』

発
行
・
制
作：

財
団
法
人
　
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー

独
立
行
政
法
人
　
国
際
交
流
基
金
（
ジ
ャ
パ
ン
フ

ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
）

編
集
協
力：

財
団
法
人
　
愛
知
県
国
際
交
流
協
会

独
立
行
政
法
人

国
際
協
力
機
構
中
部
国
際
セ
ン
タ
ー

執
筆
・
Ｄ
Ｔ
Ｐ：

特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｄ
・
国
際
理

解
教
育
セ
ン
タ
ー
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おおしま さち●津田塾大学学芸学
部英文学科卒業後、埼玉県公立高
校英語科教諭として教材開発等に
携わる。2006年よりジャパンファ
ウンデーションに勤務。海外公演・
舞台芸術情報交流事業などを担当

マンガジア

図：『マンガジア』による
学習の特徴 1 多様性と同一性を理解し、

多様性受容力を高めよう

2 ステレオタイプから離れ、新
しい関係を築こう

3 グローバルな視点から、日
本や自分をふりかえろう

4 わたし・日本・世界のつな
がりに気づき、より良いつ
ながりを築こう

5 共に学び、共に考え、共に
生きる力を育てよう

1 アジア各国事情

2 環境

3 IT

4 格差

5 ジェンダー

6 文化／価値観／豊かさ

1 内容を想像する・表現する

2 特徴や課題を読み取る・深める

3 対比して考える

4 前後の展開を考える・表現する

5 部分を変更する・置き換える

6 一部から想像する・複数か
ら推し量る

7 分類する・優先順位を考える

刊行開始！

Ａ5判／上製箱入／平均560頁　

以下、「アイルランド史」「タイ史」「朝鮮史」
等を順次刊行

第1回配本 2007年2月5日刊行

辛島 昇 編 定価：本体5800円（税別）

第2回配本 2007年4月25日刊行

山崎元一 小西正捷編 定価：本体5800円（税別）

第3回配本 2007年8月25日刊行

小谷汪之 編 定価：本体5800円（税別）

第5回配本〈予定〉

長崎暢子 編

日本の歴史研究の水準を示す、
最も信頼できる本格的通史

世界歴史大系
第２期　全14巻

山川出版社
東京都千代田区内神田1--13--13
電話　03--3293--8131
http://www.yamakawa.co.jp/

～

第4回配本　2008年7月31日刊行

定価：本体6000円（税別）

関 哲行 立石博高 中塚次郎 編

関 哲行 立石博高 中塚次郎 編

bunshin
長方形




